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山口県内における「デング熱の国内感染症例」の確認について 

 宇部健康福祉センター管内の医療機関に入院中のデング熱の国内感染が疑われる患者につ

いて、県環境保健センターの検査の結果、デング熱であることが確認されました。 

 本事例については、最近１か月の渡航歴がなく、発症前に都立代々木公園周辺を訪れ、蚊

に刺されたことが確認されています。 

記 

１ 患者の概要 

年 代 ・ 性 別 宇部健康福祉センター管内(宇部市、山陽小野田市、美祢市)在住の

１０歳代男性 

蚊 の 刺 咬 あり 

発 症 日 平成２６年８月２８日 

主 な 症 状 発熱、筋肉痛、皮膚の発疹、血小板減少、白血球減少 

経 過 

※８月１７日～２１日の期間、上京し、代々木公園周辺に宿泊。こ

の時期に蚊の刺咬あり。(日付は不明) 

８月２８日  発熱で医療機関を受診 

８月３１日  発熱が持続するため再度、医療機関を受診し、入院。 

（入院後発熱のほか、筋肉痛、皮膚の発疹等が出現） 

９月５日現在 入院加療中(状態はおおむね安定) 

２ 患者確認の経過 

９月４日  宇部健康福祉センター管内の医療機関から宇部健康福祉センターに、

デング熱が疑われる事例について情報提供と検査依頼。 

 県環境保健センターで検査開始。 

９月５日  県環境保健センターでの検査の結果、デング熱ウイルスの確認。 

 宇部健康福祉センター管内の医療機関から宇部健康福祉センターに

患者の発生届提出。 

※ 患者情報に関して、上記のとおり公表しますが、人権の尊重には特段の配慮をお願いし

ます。 

 

 
≪県民の皆様へ≫ 

デング熱は、ヒトからヒトへの直接的な感染ではなく、ウイルスを保有した蚊に刺されることで

感染する病気です。感染した場合も、一般的に１週間前後で回復すると言われており、予後も比較

的良好ですので、過度な心配は必要ありません。 

１．屋外・屋内で、蚊に刺されないようにしましょう。 

・ 長袖、長ズボンを着用し、肌の露出を避ける。 

・ 虫よけ剤を使用し、蚊を寄せ付けないようにする。 

２．蚊を増やさないようにしましょう。 

・ 屋外の植木鉢の受け皿や古タイヤ等にたまった水が蚊の幼虫の発生源とならないよう注意す

る。 

３．蚊に刺されて、３～７日程度で突然高熱が出た場合は、近隣の医療機関を受診しましょう。 
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